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（2） 授業の見直しと質的改善を図るための手立て                         

これまでも、先生方は自身の日々の授業を振り返りながら教材研究を深め、生徒の実態に応じた手

立てを取り入れられてきたことと思います。今回の学習指導要領の改訂は、学習の内容と方法の両方

を重視して生徒の学びの過程を質的に高めていくことを目指しています。このことから、生徒の主体

的・対話的で深い学びの実現を図るためには、単元など内容や時間のまとまりを見通した「課題解決

的な学習」を進めていくことが大事だと考えます。『中学校学習指導要領解説社会科編』(平成 29年

７月）では、「『何を学ぶか』という学習内容と、『どのように学ぶか』という学習の過程を組み合

わせて授業を考えることは、その前提となる『何ができるようになるか』を明確にするとともに、授

業改善の主要な視点として重要である」(1)と示されています。 

本研究では、授業の質的改善を図っていく上で、まずは、自分自身の授業を振り返ることから始め、

図１のような「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業改善のプロセスをたどり、新学習

指導要領で明確に打ち出された「課題解決的な学習」を進めていくことが大事だと考えます。 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「主体的・対話的で深い学び」の三つの視点を踏まえた授業改善のプロセス 
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①  生徒の実態の把握 

 

 

 

      

  

②  教師の指導や単元構想についての振り返り及び改善策の検討 

 

 

 

 

③  改善策の策定 

 

 

 

 

 

④  教師の手立てを取り入れた授業実践 

 

 

  

 

 

本研究委員会では、教師自身の日々の授業を振り返って「主体的・対話的で深い学び」の視点から

授業の質的改善を図る場合、図２のように考えて①～④の流れで進めていくことにしました。 

図２ 授業の質的改善の手順 

 

まずは生徒の実態を把握する必要があります。日々の授業や生徒のワークシートの記述から生徒の

実態を把握しましょう。次頁表１の社会科学習についての意識調査（以下、「意識調査」）や佐賀県

小・中学校学習状況調査[４月調査]生徒意識調査の結果など、生徒の実態を知る上で参考になります。

次に、生徒の実態を踏まえながら、本研究委員会が作成した４頁表２の「主体的・対話的で深い学び」

の視点を踏まえた授業づくりのチェックリスト（以下、「チェックリスト」）で教師自身の授業を振り

返ります。その後、４頁表２の「チェックリスト」の項目のような教師の指導の実態を、本研究委員

会が作成した４頁表３の「主体的・対話的で深い学び」の視点からの教師の手立て表（以下、「教師

の手立て表」）と照らし合わせながら、授業の質的改善を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

授業の様子やワークシートやノートへの記述、次頁表１の社会科学習についての意識調査 

や佐賀県小・中学校学習状況調査[４月調査]生徒意識調査質問票の結果など参考になります。 

 

５頁表２の「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェックリストを 

活用する。 

 

 

 

学習内容に合わせて、教師の手立てを５頁表３の「主体的・対話的で深い学び」の視点から

の教師の手立て表から策定する。 
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表１ 社会科学習についての意識調査   ☞ここをクリック！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表１は、平成 30年度佐賀県小・中学校学習状況調査[４月調査]中学校生徒意識調査質問票を基に作

成しています。 

 

１ 社会の勉強は好きだ。 
ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 

 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
２ 社会の授業の内容はよく分かる。 
 ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 
 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
３ 社会の授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思う。 
 ア そう思う              イ どちらかといえば、そう思う 
ウ どちらかといえば、そう思わない   エ 思わない 

４ 社会の授業で、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることは難
しいと思う。 

 ア そう思う              イ どちらかといえば、そう思う 
 ウ どちらかといえば、そう思わない   エ 思わない 

課

題

把

握 

５ 社会の授業で扱うノートやワークシートには、本時の学習のめあてを書いている
と思う。 
ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 

 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
６ 社会の授業では、単元全体を通した学習課題を意識して学習していると思う。 
 ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 
 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
７ 社会の授業では、先生と共に単元全体を通した学習課題をつくっていると思う。 
ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 

 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
８ 社会の授業で、自分が調べたり、考えたりすることをはっきり分かって学習して
いると思う。 

 ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 
 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
９ 社会の授業では、本時の学習のめあてや単元全体を通した学習課題について、予
想や仮説を立てていると思う。 
ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 

 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 

課

題

追

究 

10 社会の授業では、調べる活動をよく行っていると思う。 
 ア そう思う              イ どちらかといえば、そう思う 
 ウ どちらかといえば、そう思わない   エ 思わない 
11 社会の授業では、調べたことを、生徒の間で話し合う活動をよく行っていると思
う。 

 ア そう思う              イ どちらかといえば、そう思う 
 ウ どちらかといえば、そう思わない   エ 思わない 
12 社会の授業で、自分が調べて分かったことや考えたことをもとに話し合っている
（討論している）と思う。 

 ア そう思う              イ どちらかといえば、そう思う 
 ウ どちらかといえば、そう思わない   エ 思わない 
13 社会の授業では、生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広
げたりすることができていると思う。 
ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 

 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 

課

題

解

決 

14 社会の授業で、調べて分かったことや考えたことを自分でまとめ、ノートやワー  
 シートなどに書いている。 
 ア 当てはまる             イ どちらかといえば、当てはまる 
 ウ どちらかといえば、当てはまらない  エ 当てはまらない 
15 社会の授業で、学習を振り返る活動を行っていると思う。 
 ア そう思う              イ どちらかといえば、そう思う 
 ウ どちらかといえば、そう思わない   エ 思わない 

 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/06_tyu_syakai/documents/0_2_1_isiki.pdf
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表２ 「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくりのチェックリスト 

                                  （Ａ４版）☞ここをクリック！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの教師の手立て表 

（Ａ４版）☞ここをクリック！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/06_tyu_syakai/documents/0_2_2_checklist.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h30/01_syo_chu_kakukyouka/06_tyu_syakai/documents/0_2_3_tedatehyou.pdf
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課題把握 ☑ 
手立て 

（Ａ） 
課題追究 ☑ 

手立て 

（Ｂ） 
課題解決 新たな課題 ☑ 

手立て 

（Ｃ） 

本時のめあてを設定している ✔ Ａ① 調べる時間を設定している  Ｂ① まとめの時間を設定している  Ｃ① 

単元全体を通した（貫く）学 

習課題を設定している 
 Ａ② 

調べたことを、ペアやグループで話

し合わせる時間を設定している 
 Ｂ②③ 

学習課題について、ノートや 

ワークシートなどにまとめる 

ことができるようにしている 

 Ｃ②③ 

生徒と共に単元全体を通した 

（貫く）学習課題を設定して 

いる 

 
Ａ③-1

Ａ③-2 

複数の資料を基に、多面的・多角的

に調べて考えることができるように

している 

 Ｂ④ 
学習を振り返らせる時間を設 

定している 
 Ｃ④ 

単元の見通しをもつことがで 

きるようにしている 
 Ａ④ 

自分と他の生徒の考えを比較しなが

ら、話し合うことができるようにし

ている 

 Ｂ⑤ 

結論について、他の生徒と話 

し合わせ、考えることができ 

るようにしている 

 Ｃ⑤⑥ 

予想や仮説を立てることがで 

きるようにしている 
 Ａ⑤ 

複数の立場や意見を踏まえ、解 

決に向けて選択・判断することが 

できるようにしている 

 Ｂ⑥ 

次時や次の単元につながる新 

たな問い（課題）を見いだす 

ことができるようにしている 

 Ｃ⑦ 

 

〔「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業の質的改善の手順について〕 

「チェックリスト」（前頁表２）と「教師の手立て表」(前頁表３）の使い方について説明します。 

まずは、生徒の実態を把握する必要があります。日々の授業や生徒のワークシートの記述から生徒の実

態を把握しましょう。また、３頁表１の「意識調査」や佐賀県小・中学校学習状況調査［４月調査］中学

校生徒意識調査の結果など参考になります。次に、確認した生徒の実態を踏まえて、自身の授業を振り返

ります。「チェックリスト」の項目について、自身が既に実践しており生徒の姿からもその手立ての効果

が見取れる場合は、その項目にチェック（✔）を入れます。チェック（✔）が付かなかった項目に、「教

師の手立て表」に示した記号（Ａ①など）の手立てを取り入れていきます。ただ、一度に全ての項目の質

的改善を図ることは難しいと思われます。「教師の手立て表」は〔課題把握〕、〔課題追究〕、〔課題解決〕

の３つに大別されているので、まずは〔課題把握〕の項目から授業改善を図ってはいかがでしょうか。ま

た、〔課題把握〕の複数の項目にチェック（✔）が入らなかった場合は、生徒の実態を踏まえながら項目

を絞って、以下のような手順で授業改善を図っていきましょう。 

 

   

   

  

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

〔課題把握〕の項目にチェック

(✔)が１つしか付いていない。

生徒も単元を貫く学習課題に

ついて意識できていない。まず

は、左の２つの点線囲みの項目

から始めてみようかな。 

 

 

 

 

 

 

「教師の手立て表」のＡ②の手立てを 

生徒の実態や単元に合わせて取り入れ 

て授業改善を図っていきます。 

 

「教師の手立て表」のＡ④の手立てを 

生徒の実態や単元に合わせて取り入れ 

て授業改善を図っていきます。 

 

 

チェック（✔）が付いていない「単元を貫く学習課題を設定

している」ことについては、「教師の手立て表」のＡ②を、

「単元の見通しをもたせている」ことについては、「教師の

手立て表」のＡ④を、それぞれ確認します。 
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前頁で示した手順を単元ごとに行っていき、単元が終わるごとに授業の様 

子やワークシートの記述から生徒の実態を見取っていくことが大事です。そ 

の後、教師自身の指導や単元構想について「チェックリスト」で振り返って、 

「教師の手立て表」から手立てを選択し、授業に取り入れていきます。 

このサイクルを繰り返していくことで、「主体的・対話的で深い学び」の視 

点での授業の質的改善につながっていきます。 

〔課題追究〕、〔課題解決〕の項目についても、上記に示したような手順で、「チェックリスト」と「教 

師の手立て表」を照らし合わせながら教師の手立てを取り入れていきます。 
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(1)  文部科学省   『中学校学習指導要領解説社会科編』 平成 29年７月 p.170 


